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It’s a ケンチク world

建築学部事務部 中　田　雅　信

2012 ロンドンオリンピック
　ロンドンオリンピックが華やかに行われ、
盛大のうちに閉幕しました。躍動するアス
リート達の活躍が人の心を鷲掴みにし、感動
の嵐を巻き起こした事が記憶に新しいと思い
ます。近畿大学の卒業生や在学生もアーチェ
リーや競泳で輝かしい記録を残し、日本国民
の期待に応え、大きな成果をもたらしてくれ
ました。アーチェリーでは古川高晴選手が銀
メダル（男子個人）、川中香緒里選手と蟹江美
貴選手が銅メダル（女子団体）をそれぞれ獲
得し、競泳では入江陵介選手が銀メダル（男
子 200 m 背 泳 ぎ） と 2 つ の 銅 メ ダ ル（男 子
100 m 背泳ぎ、男子 400 m メドレーリレー）、
寺川綾選手も 2 つの銅メダル（女子 100 m 背
泳ぎ、女子 400 m メドレーリレー）をそれぞ
れ獲得という、まさに歴史的快挙とも言うべ
き、空前のメダルラッシュを成し遂げてくれ
ました。私自身も近畿大学の一員として、と
ても誇らしく思っています。さて、このロン
ドンの地は世界遺産でもあるウェストミンス
ター宮殿・大寺院、聖マーガレット教会、ロ
ンドン塔、カンタベリー大聖堂、聖オーガス
ティンズ修道院、聖マーティン教会等、「建
築物の宝庫」と言っても過言ではありません。
伝統と歴史を重んじる英国ならではの建築物
は人を魅了し、世界各国から賞賛され、観光
客を惹き付ける事は勿論のこと、その景観か
ら癒しと安らぎを与え、人々の心をリフレッ
シュさせる効果があるのではないでしょうか。
そして、世界に向けて“元気”を配信してい
るとも言えるでしょう。今回は、そのような
建築の世界へ、いくつかの道標とも言うべき
図書を辿りながら、「It’s a ケンチク world」

の旅の道案内ができればと思います。

日本初の建築学部
　2011年 4月、「日本初」を謳い文句に“西”
の近畿大学、“東”の工学院大学の 2大学に

「建築学部」が設置されました。私は 2010年
10月に建築学部設置準備室に人事異動し、そ
のまま建築学部事務部の配属となり現在に
至っていますが、知識を増やすために、建築
に関して、僅かながらも様々な本に触れ、建
築物を見て回りました。今、振り返ってみれ
ば、随分以前から国内外を問わず、建築物に
も積極的に足を伸ばしていた事を思い出し
ます。建造中（289 m 時点）の東京スカイツ
リーを一目見たさに足を伸ばしたり、当時
人類が到達できる世界で最も高い観光地点で
あった中国・上海環球金融中心の展望台から
は荘厳な摩天楼群を眺望してきました。最近
では開業 100周年を迎えた通天閣にも足を運
び、そこから近畿大学を捉える事もできまし
た。日本一の超高層ビルとなった ｢あべのハ
ルカス｣ の 2014年グランドオープンにも胸の
トキメキを覚えています。私自身、元来、あ
らゆる世界観を感受できる建築物が大好きな
のでしょう・・・。そんな私が建築の一端を
知る上で、また人生の真髄としての“拠り所”
を追求する上で、注目すべき図書をご紹介で
きたらこの上ない喜びです。

「新建築」「近代建築」
　2012年の『新建築』5月号、『近代建築』6
月号にそれぞれ、建築学部開設にあたり耐震
改修された 33号館（建築学部棟）が紹介され
ました。2010年 9月号で創刊 1000号を出版し
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　『近代建築』は近代建築社が発行する月刊
誌です。近代建築社は 1946年以来 66年にわた
り月刊『近代建築』を発行して、日本の代表
的な建築総合雑誌として、伝統に対する深い
理解やアクチュアルな問題意識に支えられて、
多数の名建築の紹介、優れた学術論文や評
論、タイムリーな特集記事、新製品・新工法、
時々のインフォメーション等を通じて、創造
性あふれる誌面が提供されてきました。『近代
建築』6月号では、91頁～ 102頁にわたって
33号館改修計画と 39号館新築計画および農
学部第 2共同研究棟新築計画が鮮やかな写真
を鏤めながら、解説されています。33号館で
は、その発足に応じて新たな教育環境をつく
るためのリノベーション及び耐震性能の向上
が求められたことや、基準階では、共用部を
外部空間と見立てたり、活動ごとにゾーニン
グを行い、各々を建物と見立てること等によ
り、研究室間の垣根が取り払われ、研究活動
や制作風景が相互に偶発的に刺激を与え合う
環境としたこと、さらにグランドレベルでは、

「アプローチ」「ギャラリー」「アトリエ」など
の異なる活動を、あえてヒダ状に分配設置す
ることで「学生の作品」のみならず「学生の
行為」そのものを美しく紡ぎとっていること
が紹介されています。活動と活動の間をデザ
インすることにより、常に公の中で個として
の志向性と感性を育む「教育環境そのものが
社会化される建築学部の都市（まち）」を創出
したことが強調されていて、読者の心をその
空間に誘うかのような説明が続きます。

た『新建築』は、新建築社が発行する日本の
代表的な建築デザイン専門月刊誌であり、建
築家の作品発表の場として、最も一般的な雑
誌として知られているところです。1925年（大
正 14年）8月に創刊され、2005年で創刊 80年
を迎えた歴史のある建築雑誌で、大学図書館
などには戦前からのバックナンバーが保存さ
れていることが多く、近畿大学もその例に漏
れません。日本建築学会賞作品賞を受賞した
作品も、ほとんどが『新建築』（または姉妹誌

『新建築住宅特集』）に掲載された作品から選
ばれていて、日本の現代建築を語る上で欠か
せないメディアであると言われています。新
建築社には、毎月数百の作品プロフィールが
届くとされており、そのうち掲載されるのは
15 ～ 25件程度で、掲載されることは建築家
にとっての目標ともなっているようです。『新
建 築』5月 号 で は、113頁 ～ 120頁 に か け て
33号館と 39号館（薬学部棟）が美しい写真
や詳細な図面を交えながら、紹介されていま
す。33号館は、内部壁の増し打ちや耐震壁新
設に加え、東および南の 2面に耐震性を高め
る PCaPC 造のアウトフレームを設け強度を
確保したこと、南東部は開口部の腰壁を撤去
し、フレーム内に設えられたバルコニーと連
続させていることが解説されています。「アウ
トフレームによる耐震補強−キャンパスを調
律する白いベール」、「エスキス的空間による
キャンパスデザイン」、「教育環境を社会化す
る建築学部の都市（まち）」、「学生活動がファ
サードとなるキャンパス建築と小さくちらば
められた活動」等々の小見出しをつけ、そこ
から語りかけるかのような説明文からは設計
の醍醐味、33号館の魅力を読む者に優しく語
りかけるように伝えようとする意思が感じら
れ、魔境に惹きこまれていく錯覚を覚えてし
まうかのような要素が多く含まれているとも
言えます。
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必要です」と語っています。
　また、「あとがき」の中で、「長い人生のな
かで最も重要な時期にある学生に、私自身
の 20代での体験を通じて何か伝えられない
かと思った」とし、「現在の学生の置かれて
いる状況と、当時の私のそれとでは大きく異
なり、社会全体もずいぶん変化してきている。
肥大化した資本主義経済の上に築かれた高度
情報化社会、高付加価値社会を迎えて、現代
人は時と場所を問わずにあらゆる欲望を満た
すことができるようになったかのように見え
る。しかし逆に、その高度に管理化された世
界のなかで、人は『自由』を奪われているの
ではないだろうか。このような時代であるか
らこそ、これからの世界を担う若い人たちに、
強い自我をもって社会を生き抜いていってほ
しいと思う」と述べられています。最後には

「この本が、建築という分野に限らず、若い人
が自分なりの生き方を発見するきっかけの一
つにでもなれば本望である。何より今、真剣
に生きることを考えてほしい」と結ばれてい
ます。

・『連戦連敗』
　財団法人東京大学出版会　2001年 9月
この本は『建築を語る』に続く、東京大学大
学院講義の集成です。「序 創造は、逆境の中
でこそ見出される」から始まる本ですが、ま
さにタイトルでもある『連戦連敗』を彷彿さ
せています。安藤氏は、「序」の中で大建築家
ルイス・カーンを紹介し、「生きるとは何か。
人間の生とは何か。その答えは一人一人が、
それぞれの生き方を通じて表すものでもある。
私もできるならば、カーンのように闘い続け
る生き方を選びたい。自分の信じる道を最後
まで貫き通したい」と決意を語り、「カーンの
遺した言葉の中に、私がこれまで目にした中
で最も気に入っているものがある」としなが
ら「・・・創造とは、逆境の中でこそ見出さ
れるもの」という言葉を強調しています。
　また、「あとがき」の中では、「数えきれな
いほどの“敗退”を体験してきた。コンペ

2012年『新建築』5月号・『近代建築』6月号

建築家・安藤忠雄
　現

い ま

在、建築の世界において、絶対的な存在
感のある人物と言えば、建築家・安藤忠雄氏
であるという事は、誰にも否定し難いところ
であろうと思われます。安藤氏は 2011年 3月
11日の東日本大震災以降、「東日本大震災復興
構想会議」の議長代理就任をはじめ、同年 5
月には震災で孤児や遺児となった多くの子供
達を支える「桃・柿育英会 東日本大震災遺児
育英資金」を立ち上げるなど、被災者支援に
も多大な尽力をされていますが、その圧倒的
な情熱、信念、勇気といったものは、ほかに
居並ぶ者を寄せ付けないパワーを感じさせま
す。ここでは、建築家・安藤忠雄氏が若い世
代へ贈る熱いメッセージを綴られた著書を紹
介したいと思います。

・『建築を語る』
　財団法人東京大学出版会　1999年 6月
この本は、1998年秋、東京大学大学院で行わ
れた全 5回連続の講義をもとに、それに加筆
した上で一冊の講義録としてまとめられたも
のです。
　「序 発想するちから」で始まる中で、“建
築”を重点に据えながら、安藤氏は「私は 20
世紀を生きてきた一人として、誇りをもって
この時代の後の人びとに伝えたいと思ってい
ます」と強い意志を伝え、「何より既成概念に
とらわれず、自らの理念を見失うことなく自
分の意志をもって相反するものに抗う強さが
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タッフでも、海外出張に行かせて「一人で全
部やってみろ」と突き放す。緊張感に包まれ
た中での外国での様々な体験が、社会を生き
ていく上で大きな糧となり、その人間を強く
するからだ』と主張しています。また「日本」
と題する「人間性育む教育に未来を」の中で、
東日本大震災も踏まえて「東北地方にあれだ
けの犠牲者を出した今こそ、第三の奇跡をお
こすべく、日本は真の意味で変わらなければ
ならない。まず、飼いならされた子どもたち
に野性を取り戻させたい。野性を残した子ど
もたちが知性を身につけ、自らの意思で世界
を知り、学べば、日本を生まれ変わらせる可
能性をもつ人材が育つだろう。この国が再び
生き残るには技術革新より、経済より、何よ
り自立した個人という人格をもつ人材の育成
が急務である。真の人格を育てる教育にこそ
劣化した人間と国家の再生がかかっている。」
と締め括っています。

安藤忠雄氏著書

安藤忠雄氏著書への本人サイン

（設計競技）に挑戦しては落選をくり返してい
る。まさに連戦連敗、さすがに懲りてもう終
わりにしようとも思うのだが、誘いがかかる
とついまた挑戦したくなる。次の闘いへの意
識は飛躍してしまう。今も連敗記録を更新中
である。どれだけ力を尽くしたところで、大
抵の場合は報われない。だが、挑戦は決して
無駄ではなかったと思っている」と語り、さ
らに 20世紀建築の基礎を築いた近代建築家
の巨匠といわれたル・コルビュジエやカーン
をあげながら、彼らも「決して諦めなかった。
妥協して生きるのではなく、闘って自らの思
想を世に問うていく道を選んだ。与えられる
のを待つのではなく、自ら仕事をつくりだし
ていこうとする、その勇気と行動力こそ、彼
らが巨匠といわれる所以なのである」と綴っ
ています。そして、建築についても、「私は私
なりに、建築との闘いを続けている。これか
ら社会に出ていこうとする学生達も覚悟して
おいた方がよい。建築家とは厳しく、困難な
生き方だ。自らの思い通りにことが進むこと
などほとんどない。日々、闘いである。だが、
だからこそ建築は面白い。信念をもって、そ
れを貫くために闘って生きていく―これほど

“自分”を頼りに生きていくことのできる職業
はほかにないのだから」と建築を目指す若い
世代へメッセージを伝えています。

・『安藤忠雄 仕事をつくる−私の履歴書』
　日本経済新聞出版社　2012年 3月
まさに、安藤忠雄氏の履歴書と言える一冊で
す。安藤氏の生誕から始まり、現在に至るま
での過程を克明に記述し、建築家・安藤忠雄
の全生涯の“節目”を一気に駆け抜けたよう
な思いを玩味できる本です。安藤氏は、その
中でも特に強いメッセージとして『現在のど
ん底の日本社会再生のカギは、子供たちの野
性をいかにして取り戻せるかにかかっている
だろう。必要なのは、甘えた「ゆとり」など
というものではない。不安と隣合わせの、本
当の意味での自由な時間と場所を与えるこ
とだ。私の事務所では入ったばかりの若いス
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安藤忠雄氏講演会の様子（11月ホール）

安藤忠雄建築研究所の様子をテレビや雑誌等
でたびたび見かけますが、吹き抜けで整然と
並べられている膨大な数量の書籍を目の当た
りにするたびに、非常に羨ましく思っていま
す。安藤氏が本を大切にされ、愛されている
様子がひしひしと伝わってくる思いがすると
同時に圧倒的なパワーを感じます。
　今後も積極的に安藤忠雄氏の著書をはじめ、
建築に関する本に目を通し、また機会あれば、
日本国内や世界各国の様々な建築物にふれ、
自分の目で見て、自分の肌で感じて、その迫
力や凄み、美しさや凛凛しさを愉しみたいと
思っています。

建築の世界との出会い
　諸行無常・・・人生を歩んでいく中で、様々
な変化が訪れます。その変化が、よい時もあ
れば、決してよくない場合もあるかもしれま
せん。「縁」あって、建築の世界にほんの少
しだけ、足を踏み入れる事になった私ですが、
本は当然のこと、ここでの様々な出会いは、
さらに人間の幅を広げてくれた事は間違いあ
りません。
　建築の世界・・・「It’s a ケンチク world」
は途轍もなく間口が広く、非常に奥の深い世
界です。建築を志す若者達は決して畏れるこ
となく、勇気を持って、自分の目指す道を邁
進していってほしいと願っています。また、
建築という分野は、ありとあらゆる方面に通
ずる汎用性があり、決して乖離するものでは

　世界の建築家・安藤忠雄氏の講演会が 2012
年 7月 17日に近畿大学 11月ホール大ホールで
行われました。「夢をもって走れ」をテーマに
集まった約 650人の若者達へ熱いメッセージ
が届けられました。安藤氏の「野性」という
魂を込めた叫びとも言うべき言霊は、強く学
生達の胸に響いたようです。「基礎ゼミ」の一
環という事もあり、講演会後に履修登録して
いる学生から感想文が提出されましたが、安
藤氏の講演を聴講した殆どの学生達が、感動
した喜びを綴り、今後の学習活動の大きな糧
を得れたかのような胸の内を開襟し少々大言
のようですが、人生のターニングポイントに
なったかのように記述する学生も数多く、そ
れほどまでに多大な影響を与えた事は紛れ
もない事実であろうと思い至りました。私自
身、建築学部事務部に配属になってから、今
回近畿大学で行われた講演会を含めて、およ
そ 1年間に計 4回、安藤氏の講演を聴講しまし
た。2011年 8月 22日の大阪国際交流センター
では主として台湾の研究者達に、2012年 4月
8日の近江八幡市文化会館では近江八幡市民に、
同年 5月 17日の京都工芸繊維大学そして今回
の近畿大学では主に学生達に対し、それぞれ
行われた講演は、いずれも会場全体が安藤色
に染められ、すべての聴衆に元気と活力の源
を与えたのではないかという印象を受けまし
た。講演終了後の彼らの満足感溢れる表情か
ら覗かれる満面の笑みがそれを物語っていま
した。

 
安藤忠雄氏講演会周知の様子（近畿大学）
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『GOETHE』5月号
｢特集  闘う建築家の超仕事術・安藤忠雄｣
㈱幻冬舎　2012年 5月

『建築知識』3月号
㈱エクスナレッジ　2012年 3月

『安藤忠雄の建築 1』
安藤忠雄 著　TOTO 出版　2007年 3月

『安藤忠雄の建築 2』
安藤忠雄 著　TOTO 出版　2008年 1月

『安藤忠雄の建築 3』
安藤忠雄 著　TOTO 出版　2008年 10月

『安藤忠雄の建築 0』
安藤忠雄 著　TOTO 出版　2010年 3月

『建築に夢をみた』
安藤忠雄 著　日本放送出版教会（NHK 出版）
2002年 4月

『安藤忠雄建築手法』
安藤忠雄 著
エーディーエー・エディタートーキョウ
2005年 2月

『安藤忠雄 住宅』
安藤忠雄 著
エーディーエー・エディタートーキョウ　
2011年 3月

『都市と自然』
安藤忠雄 著
エーディーエー・エディタートーキョウ　
2011年 9月

『歩きながら考えよう』
安藤忠雄 著　PHP 研究所　2010年 11月

以上
（建築家・安藤忠雄氏の誕生日：2012 .9 .13記）

ないと思われるので、多くの方々が興味を抱
かれる世界であるものと推測しています。

　今回、拙文をまとめるにあたり、いろいろ
と御示唆頂きました NTT ファシリティーズの
畠山文聡氏、安藤忠雄建築研究所の水谷孝明
氏の両氏には心より感謝いたしますとともに、
香散見草への執筆の機会を与えて頂きました
本学中央図書館事務部の矢田憲次氏をはじめ、
中央図書館の皆様方に厚く御礼申し上げます。

主な参考文献（順不同）：

『世界遺産シリーズ 世界遺産マップス−地図
で見るユネスコの世界遺産− 2011年改訂版』
古田陽久、古田真美 著
世界遺産綜合研究所 編集
シンクタンクせとうち総合研究機構
2010年 10月

『一冊でわかる すべて見える世界遺産』
ロム・インターナショナル編　成美堂出版
2012年 7月

『世界遺産に行こう』
歴史群像編集部　㈱学研パブリッシング
2011年 8月

『世界遺産 一度は行きたい 100選 ヨーロッパ』
小林克己 著　ＪＴＢパブリッシング
2009年 3月

『大阪新名所 新世界・通天閣写真帖 復刻版』
橋爪紳也 監修・解説　創元社　2012年 7月

『建築家 安藤忠雄』
安藤忠雄 著　㈱新潮社　2008年 10月

『CasaBRUTUS 特別編集 安藤忠雄の美術館・
博物館へ。』
マガジンハウスムック　2011年 9月


